
学位プログラム DP レビュー 

2024 年度看護学部 

1．現状の説明 

① 授業実施評価レポート 

成績評価アンケートの結果は、約85％の学生が透明性、客観性、妥当性、公平性におい

て「不足する科目はない」と回答しており、概ね良好であった。少数ではあるが成績評価に

疑問を持つ学生がおり、特に低学年である１、2年生では「不足を感じる科目がある」と回

答した学生が1割程度いた。また、自由記述の記載が７件あり、評価基準や方法に関する

記載が多かった。検討の結果、全体的には良好な結果であり大きな問題はないと判断さ

れた。しかし成績評価の方法や内容に関して一部の学生に十分な理解が得られていない

可能性があると考えられたことから、シラバスや授業内、オリエンテーション等で詳細な説

明を行うこととした。 

成績分布では、専門基礎科目及び専門科目の全体でみると、学科全体として一定のバラ

ンスがとれており、大きな問題はなかった。また、S評価が０人の科目が8科目あり、これら

の科目は、受講者数が少ないことや学修不足等が原因と考えられたことから成績評価は問題な

いと考えられたが、評価基準の見直しを行うこととなった。学修が不足している学生が多かっ

たこと受講者数が０名の科目は５科目、受講者が９名以下の科目は２科目であり、そのうち６

科目は２０２１年、２０２２年と同様の傾向であった。検討した結果、看護学部は必修科目が多く、

実習期間が長いことにより、これらの選択科目を受講する余裕がない、希望があっても受講

できない、科目受講の必要性を感じにくいことなどが原因として考えられた。２０２２年度よ

り新カリキュラムが開始となり、単位数や科目の編成や内容の変更を行っていることから新

カリキュラムへの完全移行となる２０２５年度まで経年的に確認し判断することとした。 

② DP アンケート 

看護学部におけるDPアンケートの結果は、全項目で平均値が4.5以上であり、全9項目

の平均値も4.6で、２０２２年度と同様に比較的高い傾向が示された。学生は4年間を通し

て必要な能力を身につけたことを実感し、看護学部のDPを満たすことができており、学修

の成果について一定の評価が得られた。 

 

③ 進路・資格試験・留年・退学状況 

卒業生の進路としては、就職・進学率100％であり良好であると言える。就職先の内訳は

医療施設64.5％、教育（養護教諭等）12.9％、官公庁（保健師等）10.8％、民間企業・団体

1.0%、進学10.8％であった。学生は希望した施設に就職・進学できており、「社会や対象が

抱えている健康上の問題に対して、多職種と協働し、諸課題に対して適切な看護が選択でき

る看護専門職者を育成する」という学科の教育目標と一致しており、また、多様な場で働く看

護職を育成することにつながったと言える。資格試験の合格率は看護師 98.9％であり、全

国平均（新卒）の93.2％を上回った。保健師は100％であり、全国平均（新卒） 97.7％を

上回った。留年生は11名であり前年度とほぼ同数であった。そのうち4名は、留学や養護教

諭コースへの進路変更に伴う科目履修などが理由であり、7名は健康上の理由、進路検討・経

済的理由などであった。退学者1名は４年生（留年生）であった。 



２．対応プランの結果 

202３年度は以下の点について計画し、対応した。 

① 成績評価については学生への理解を深めるために、丁寧な説明と理解を得ることが必要

であったため、２０２2年度から引き続き、担当教員に対して、シラバスの中でディプロマ・ポ

リシーに基づいた到達目標や評価基準を詳細に記載するように求めた。また、授業の初回時

に、シラバスを用いて評価方法等についての説明と授業内や最終回に定期試験範囲、出題方

法等を伝え、質問を受け付けること、新年度オリエンテーションでの評価方法等についての

説明などを行った。概ね良好な結果であったことは、これらの対応により学生への理解が促

された結果であると思われる。しかし2022年度と比較すると、透明性、客観性、妥当性、公

平性に不足する科目が無いと回答している割合が低下しており、また低学年に成績評価に

疑問を持っている学生が多い傾向であったことから、今後はさらに上記対応を充実させる

こととなった。成績分布では、前年度に引き続き各担当教員に対して、シラバス作成時に科

目の特性や目的及び到達目標を鑑み、評価方法について再確認し現状維持できるよう依頼

した。その結果、学科全体の成績分布は一定のバランスがとれているとともに、不可や無資

格の学生が少ない結果となった。 受講生の少ない科目は、２０２２年度と同様に可能な範囲

での時間割の見直しや、年度初めのオリエンテーションで学生に対して科目の説明を行った

が受講者の増加には至らなかった。新カリキュラムで科目の再編や授業内容等の変更を行っ

ていることから新カリキュラムへの移行が完了する２０２５年度まで継続的に確認していくこ

ととした。 

② 学修上課題がある学生や精神面での支援が必要な学生のために、アドバイザー制度やメ

ンター制度を活用し、学生への対応を行った。留年生は昨年度とほぼ同数であり、理由が留

学や養護教諭への進路変更に伴う科目履修、健康上の理由が多く、不本意な理由によるもの

は１名あったことから、アドバイザー制度やメンター制度の活用の成果がみられていると考え

る。しかし、留年者がいることや退学者が４年生であり進路変更などの理由もあったことから、

アドバイザーやメンター制度をさらに強化し、教員が連携しながらより細やかなフォローを行

っていく必要がある。また、新カリキュラム科目の中で看護職の魅力ややりがいなどを１年次

の早い段階から見出せるよう時間割を変更したことや科目の内容についても見直したこと

などから、新カリキュラム導入学年である１年生の留年・退学状況も継続的に確認していくこ

ととする。資格試験では、進路・生活支援部会が中心に支援を行い、成績低迷の学生への支

援体制を整えた。しかし、支援に参加しない学生や支援対象外の学生が、看護師国家試験が

不合格となったため、早期より学生への意識づけを行うとともに、学修支援が必要な学生に

ついてはアドバイザーと進路・生活支援部会が情報共有しながら早期より支援を行っていく

必要がある。保健師国家試験では、担当教員がきめ細やかな支援を行ったことが、１００％の

合格率に繋がった。 



３．今回の課題と対応プラン 

① 成績評価の方法については、少人数ではあるが、一部学生に十分な理解を得られていな

い可能性があることから引き続き、シラバスへの評価方法についての詳細な記載と授業時の

説明に加え、新年度オリエンテーションでの内容や方法を見直し、学生にわかりやすいよう丁

寧な説明を行う。成績分布では、大きな問題は認められなかったため、今後も各担当教員に

対してシラバス作成時に科目の特性や目的、到達目標を踏まえ評価方法を再検討し、現状維

持できるよう依頼していく。Ｓ評価が０人であった科目は、経年的な状況を確認し、同様の状

況が続く場合は、授業内容と成績評価の整合性等について検討するよう依頼していく。受講

者の少ない科目については、６科目が３年間連続して同様の傾向が続いている。科目内容と

しては時代のニーズに即しており、看護職を目指す学生が学修することによって得られる視

点も大きいことから、引き続き学生への科目概要の説明を行う事が必要である。また、２０２ 

２年度からの新カリキュラムにおいては、必修科目の単位数や卒業要件単位数を見直し、学生

が科目を選択しやすい状況に整えたことと、科目内容や時間割の調整を順次行っていること

などから、新カリキュラムへ完全移行する2025年度までは上記対策を引き続き行いながら、

受講者数の推移を見て科目の必要性等の検討を行っていくこととする。 

② 留年生や退学者で進路検討や進路変更などの学生が複数いた。進路変更は学生にとっ

て必ずしも悪い選択肢となるわけではないが、学修上の課題や精神的な問題による不本意

な留年や退学とならないよう、アドバイザー制度やメンター制度をより充実させ、教務部会

や進路・生活支援部会などとも連携しながら、支援が必要な学生には早期より対応できるよ

う関わっていく必要がある。また、DPアンケートの自由回答の中に、国家試験対策に関する

記載もあったことから、進路・生活支援部会やアドバイザーを中心に、早い段階から学修環

境を整え、看護学部全体で支援していく必要がある。 

 

４．DP達成状況のまとめ 

以上、本学位についてDPは４年間を通して看護の専門職者として必要な能力を身につけ

卒業していることから、概ね順調であると言える。しかし、退学者や留年者が一定数いること

などから、学部全体として学修環境を充実させ、支援が必要な学生には、アドバイザー、メン

ター教員、教務部会、進路・生活支援部会を中心となり、体制を整え関わる必要がある。 ２０２

２年度より新カリキュラム導入開始となったため、看護学部が掲げる看護専門職者の育成に

過不足はないか、教育内容や方法を点検し、必要に応じて調整していく必要がある。 

 

添付資料 

・DPアンケート 

・進路、資格試験、留年、退学状況 

・授業実施評価レポート 

http://www.fukuoka-pu.ac.jp/education_info/img/a51143c980b50d16af5f1e4e50805825_4.pdf
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2023年度 看護学科ディプロマポリシーアンケート結果報告 
 
１．ディプロマポリシーのアンケート結果 

質問項目 平均点 
1. 看護学部での学びで、対象を支援するために必要な専門知識が身についた。  4.8 
2. 看護学部での学びで、科学的根拠に基づいて対応できる問題解決能力が身についた。  4.7 
3. 看護学部での学びで、対象にあわせて、根拠に基づいた適切な看護を選択する力が身についた。  4.7 
4. 看護学部での学びで、対象にあわせて、安全で適切な専門的看護技術を有している。  4.5 
5. 看護学部での学びで、柔軟な思考を持ち、他者との違いを理解した上で、自分の意見を伝えるこ
とができるようになった。  

4.5 

6. 看護学部での学びで、他者に対して関心を持ち、人間関係をつくる態度が身についた。  4.6 
7. 看護学部での学びで、看護の役割を自覚し、健康に関する諸問題を主体的に探究することができ
るようになった。  

4.5 

8. 看護学部での学びで、対象の問題を解決するために多職種と連携する意欲と態度が身についた。  4.6 
9. 看護学部での学びで、看護者として異なる価値観や文化を理解・尊重する倫理観や責任感が身に
ついた。  

4.7 

平均 4.6 
 

自由記述 
 
 
 
 
 
 
 
２．結果について  
  
 

・国試に特化した授業をしてほしい。技術練習ももっとしたかった。  
・授業のスピードが早い  
・実習のとき、技術面や学習面だけでなく生活面や気持ちの面も支援していただきとても心強かったです 
・クラスがないことで全員と関われ刺激になる  
・技術・手技が自学に任せている部分が大きいので、もっとテスト等あれば嬉しいです  

・全ての項目において、5点満点評価で4.5点以上の結果でした。（平均 4.7,最低 4.5ー最高 4.8）。学生は、4年
間の学習成果を高く評価していると考えられます。  
・国家試験対策につながる学習を要望する声がありました。国家試験の結果も踏まえ、知識や技術を教授する
際に国家試験を意識できるような工夫を検討してください。 
・看護技術の修得に関する要望が複数挙がっています。学生の技術修得につながる授業の工夫や技術習習得度
を認識できるような授業内容について検討してください。 



看護学部カリキュラムツリー 
 

知識・技能 思考・判断・表現 主体性・多様性・協働性 

DP1 DP2 DP3 DP4 

・現代において求められる幅広い基礎的教養を有している。 
・人間を理解するための学術的な幅広い知識を有している。 
・看護の専門知識および専門領域に隣接する諸科学の知識を有し

ている。 

・現代において求められる汎用的技能を身につけている。 
・看護を提供するための基礎的な技能を有している。 
・最適な看護を展開するための専門的な技能を有している。 

・現代における諸問題について、幅広い分野の知識をもとに、必
要な情報を収集、分析し、表現することができる。 

・看護に関する課題について、情報を収集、分析し、表現するこ
とができる。 

・高い倫理観をもち、対象が抱えている健康問題の本質を多角的
視点から論理的に思考・判断できる。 

・他者の意見を受け入れる柔軟な思考もち、自らの意見を適切に
表現することができる。 

・異なる⽂化や価値観を理解し、これらを尊重しながら他者と共
に生きていく姿勢を身につけている。 

・健康・医療に関する諸問題に主体的に取り組む力を身につけて
いる。 

・人々の健康の維持増進、生活の質向上のために、多職種と連携
する基礎的な力を身につけている。 

 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

注1)掲載している科目は一部である。 
注2)  *は選択科目である。 
注3)   **は選択科目のうち、保健師サブコースにおける資格必修科目である。 
注4)   ***は選択科目のうち、養護教諭サブコースにおける資格必修科目である。 
注5) は実習科目である。 
注6) は看護学部の科目以外の養護教諭資格必修科目である。 
注7)  ★は保健師免許取得後に、申請により取得できる資格である。 

取得免許・
資格 

 
看護師国家試験受験資格 

保健師国家試験受験資格
養護教諭二種免許状★ 
第一種衛生管理者免許★ 

 
養護教諭一種免許状 

・地域包括支援実習 
・統合実習 

・看護管理論 
・生態機能看護学Ⅲ* 
・統合実践演習 

・公衆衛生看護学Ⅱ** 
・公衆衛生看護学Ⅲ** 
・公衆衛生看護技術論Ⅰ** 
・公衆衛生看護技術論Ⅱ** ・
ハイリスク支援論** 
・組織協働活動論** 
・公衆衛生看護ｱｾｽﾒﾝﾄ論Ⅱ** 
・公衆衛生看護管理論** 

・公衆衛生看護学実習Ⅰ** 
・公衆衛生看護学実習Ⅱ** 

・養護実習*** 
 
 
・生徒指導論A*** 

・教職実践演習(養護教諭)*** 
・養護実習事前事後指導*** 

・ケアリング論 
・地域・在宅看護論演習 
・クリティカルケア・周術

期看護演習 
・セルフケア支援演習 
・小児看護学演習 
・リプロダクティブヘルス

看護学演習 
・精神看護学演習 
・看護教育学* 
・キャリア像確立講義Ⅱ* 
・専門看護学ゼミ 

・在宅看護支援実習 
・成人老年急性期看護学

実習 
・成人老年慢性期看護学

実習 
・小児看護学実習 
・リプロダクティブヘル

ス看護学実習 
・精神看護学実習 

 
・公衆衛生看護ｱｾｽﾒﾝﾄ論Ⅰ** 

保健師サブコース 

・学校保健学*** 
・健康教育論*** 

・教師論*** 
・教育相談*** 

・病態看護学Ⅰ・Ⅱ 
・看護薬理学 
・生態・病態看護学実験 
・家族看護学 
・シンプトンマネジメント論 
・フィジカルアセスメント論 
・看護過程 
・看護倫理学 
・地域・在宅看護論 
・成人老年看護学Ⅰ（急性期） 

・基礎看護学実習 Ⅱ 
・暮らしの中の看護を

知る実習 

・成人老年看護学Ⅱ（回復期・慢性期） 
・成人老年看護学Ⅲ（終末期） 
・小児看護学 
・リプロダクティブヘルス看護学 
・ 精神看護学 
・災害看護学 
・国際看護学* 
・医療安全 
・看護情報学＊ 
・看護研究 
・公衆衛生看護学Ⅰ** 

・養護概説*** 

・特別の支援を必要と 
する子供の理解*** 

・教育課程編成論*** 
・道徳教育A*** 
・特別活動・総合的な

学習の時間*** 
・教育方法論*** 

・基礎看護学実習Ⅰ 
・暮らしを知る実習 

・生態機能看護学Ⅰ・Ⅱ 
・看護生化学 
・感染・免疫看護学演習 
・基礎看護学概論 
・人間のライフステージと看護 
・健康レベルと看護 
・環境への適応と看護 
・基礎看護技術論 
・対人関係と看護 

・教育学概論B*** 
・教育と社会・地域*** 
・発達心理学Ⅰ-A*** 
・憲法*** 

養護教諭サブコース 

・暮らしと保健福祉・看護 
・チーム医療論 
・キャリア像確立講義Ⅰ* 
・ケアリング・ナーシング演習* 

・卒業研究 

全学共通科目 
看護学部専門科目 看護学部専門基礎科目 全学横断型科目 

基礎科目 教養科目 

 
・遺伝学* 
・栄養学 
・保健社会学 
・保険医療福祉の法と制度 
・公衆衛生学 

 
・不登校・ひきこもり援助論* 
・子供学習支援論* 
・プレ・インターンシップ* 

 
・ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ(1)・(2) 
・ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ･ﾘｽﾆﾝｸﾞ(1)・(2) 
・コリア語Ⅰ-(1)・(2)* 
・中国語Ⅰ-(1)・(2)* 
・仏語Ⅰ-(1)・(2)* 
・独語Ⅰ-(1)・(2)* 
・海外語学実習事前指導* 
・海外語学実習* 
・Introduction to Studying 

in English＊ 
・情報処理演習Ⅰ 
・情報処理演習Ⅱ*** 
・教養演習 

 
 
 
 
 

 
1年次 

 
・疫学**，*** 
・保健統計学 
・健康科学*** 
・精神保健学*** 
・東洋医学概論＊ 

 
・データベース論* 
・情報ネットワーク論* 
・問題解決演習* 
・日本語ライティング* 

 
・総合英語(1)・(2) 
・コリア語Ⅱ-(1)・(2)* 
・中国語Ⅱ-(1)・(2)* 
・仏語Ⅱ-(1)・(2)* 
・独語Ⅱ-(1)・(2)* 
・社会人基礎力演習* 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2年次 

 
・保健社会調査論* 
・臨床心理学* 

 
・Advanced English 

Achievement* 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
人⽂科学、社会科学、自然
科学、複合領域の 全31科
目より選択 

 
 
 
 
 
 

 
3年次 

 
・保健医療福祉行政論** 

 
・英語講読Ⅰ* 

 
 
 
 
 
 

4年次 

１．高等学校等で履修した教科・科目について、基礎的な知識・技能を有している。 ２．情報をもとに分析する技能を身につけている。 ３．論理的に思考し、判断することができる。 
４．自らの考えを適切に表現することができる。 ５．様々な課題について主体的に取り組む姿勢がある。 ６．多様性を尊重し、多様な人々と協働して取り組むことに意欲がある。 

アドミッション・ポリシー 



 

看護学部：専門基礎科目 

 

単位 
 
授業
方法 

開設時
期（標
準履修
年次） 

 
DP1 

 
DP2 

 
DP3 

 
DP4 

必修 選択 

遺伝学  2 講義 1 ○ ○ ○  

栄養学 2  講義 1 ○  ○  

疫学  2 講義 2 ○ ○ ○ ○ 

保健統計学 2  講義 2 ○ ○   

保健社会調査論  2 演習 3 ○  ○ ○ 

健康科学  2 講義 2 ○ ○   

臨床心理学  2 講義 3 ○  ○  

精神保健学  2 講義 2 ○  ○  

東洋医学概論  1 講義 2 ○ ○ ○ ○ 

保健社会学 1  講義 1 ○   ○ 

保健医療福祉の法と制度 1  講義 1 ○   ○ 

保健医療福祉行政論  2 講義 4 ○   ○ 

公衆衛生学 2  講義 1 ○    



看護学部：専門科目 

 

授業科目の区分と科目名 
単位  

授業
方法 

開設時
期（標
準履修
年次） 

 

DP1 

 

DP2 

 

DP4 
必修 選択 

 

 

 
実
験
看
護
学 

生態機能看護学Ⅰ 2  講義 1 ○  ○ 

生態機能看護学Ⅱ 2  講義 1 ○  ○ 

生態機能看護学Ⅲ  1 演習 4 ○  ○ 

看護生化学 2  講義 1 ○ ○  

病態看護学Ⅰ 2  講義 2 ○   

病態看護学Ⅱ 2  講義 2 ○   

看護薬理学 2  講義 2 ○   

感染・免疫看護学演習 1  演習 1 ○   

生態・病態看護学実験 1  実験 2 ○ ○ ○ 

 

 

 

 

 
基
礎
看
護
学 

基礎看護学概論 2  講義 1 ○  ○ 

人間のライフステージと看護 1  講義 1 ○   

健康レベルと看護 1  講義 1  ○ ○ 

環境への適応と看護 1  講義 1  ○ ○ 

基礎看護技術論 2  演習 1 ○ ○ ○ 

対人関係と看護 1  演習 1  ○ ○ 

ケアリング論 1  講義 3 ○  ○ 

家族看護学 1  講義 2 ○  ○ 

シンプトンマネジメント論 1  演習 2 ○ ○ ○ 

フィジカルアセスメント論 2  演習 2 ○ ○  

看護過程 1  演習 2 ○ ○ ○ 

看護倫理学 1  演習 2 ○  ○ 

地
看域
護・
論在

宅 

暮らしと保健福祉・看護 2  講義 1 ○ ○  

地域・在宅看護論 2  講義 2 ○ ○ ○ 

地域・在宅看護論演習 2  演習 3 ○ ○ ○ 

成
人 
•
老
年
看
護
学 

成人老年看護学Ⅰ（急性期） 2  講義 2 ○ ○ ○ 

成人老年看護学Ⅱ（回復期・慢性期） 2  講義 2 ○ ○ ○ 

成人老年看護学Ⅲ（終末期） 2  講義 2 ○ ○ ○ 

クリティカルケア・周術期看護演習 2  演習 3 ○ ○ ○ 

セルフケア支援演習 2  演習 3 ○ ○ ○ 

看
小

護
児

学 

小児看護学 2  講義 2 ○   

小児看護学演習 2  演習 3 ○ ○ ○ 

ヘクリ
護ルテプ

学スィロ
看ブダ 

リプロダクティブヘルス看護学 2  講義 2 ○ ○ ○ 

リプロダクティブヘルス看護学演習 2  演習 3 〇 〇 〇 

看
精

護
神

学 

精神看護学 2  講義 2 ○   

精神看護学演習 2  演習 3 ○ ○ ○ 

 

 

 

 
看
護
の
統
合
と
実
践 

チーム医療論 1  講義 1 ○ ○ ○ 

災害看護学 1  講義 2  ○ ○ 

国際看護学  1 講義 2 ○  ○ 

医療安全 1  講義 2 ○ ○ ○ 

看護管理論 1  講義 4 ○  ○ 

看護教育学  1 講義 3 ○  ○ 

統合実践演習 1  演習 4 ○ ○ ○ 

看護情報学  1 演習 2 ○ ○ ○ 

キャリア像確立講義Ⅰ  1 講義 1 ○  ○ 

キャリア像確立講義Ⅱ  1 講義 3 ○  ○ 

ケアリング・ナーシング演習  1 演習 1  ○ ○ 

看護研究 2  講義 2  ○ ○ 

専門看護学ゼミ 2  演習 3 ○ ○ ○ 

卒業研究 2  演習 4 ○ ○ ○ 



 

授業科目の区分と科目名 
単位  

授業
方法 

開設時
期（標
準履修
年次） 

 

DP1 

 

DP2 

 

DP4 
必修 選択 

 

 

 

 

 

 
臨
地
実
習 

基礎看護学実習Ⅰ 1  実習 1 ○ ○ ○ 

基礎看護学実習Ⅱ 2  実習 2 ○ ○ ○ 

暮らしを知る実習 1  実習 1 ○ ○ ○ 

暮らしの中の看護を知る実習 1  実習 2 ○ ○ ○ 

在宅看護支援実習 2  実習 3 ○ ○ ○ 

地域包括支援実習 1  実習 4 ○  ○ 

成人老年急性期看護学実習 3  実習 3  ○ ○ 

成人老年慢性期看護学実習 3  実習 3  ○ ○ 

小児看護学実習 2  実習 3 ○ ○ ○ 

リプロダクティブヘルス看護学実習 2  実習 3 ○ ○ ○ 

精神看護学実習 2  実習 3 ○ ○ ○ 

統合実習 3  実習 4  ○ ○ 

 

 

 
公
衆
衛
生
看
護
学 

公衆衛生看護学Ⅰ  2 講義 2 ○   

公衆衛生看護学Ⅱ  2 講義 4 ○   

公衆衛生看護学Ⅲ  1 講義 4 ○ ○  

公衆衛生看護技術論Ⅰ  2 演習 4 ○  ○ 

公衆衛生看護技術論Ⅱ  2 演習 4    

ハイリスク支援論  2 講義 4 ○ ○ ○ 

組織協働活動論  2 講義 4 ○  ○ 

公衆衛生看護ｱｾｽﾒﾝﾄ論Ⅰ  2 演習 3 ○   

公衆衛生看護ｱｾｽﾒﾝﾄ論Ⅱ  2 演習 4 ○ ○  

公衆衛生看護管理論  2 講義 4 ○ ○  
公衆衛生看護学実習Ⅰ  1 実習 4  ○ ○ 

公衆衛生看護学実習Ⅱ  4 実習 4  ○ ○ 

 
学
校
保
健 

養護概説  2 講義 2 ○ ○  

学校保健学  1 講義 3 ○ ○  

教職実践演習（養護教諭）  2 演習 4 ○ ○  

養護実習事前事後指導  1 実習 4 ○   

健康教育論  2 講義 3 ○   

養護実習  4 実習 4  ○  

 



2024 年 10 月 16 日 進路・生活支援部会 

 
退学者数・留年者数の状況について（令和 5 年度） 

 
■ 退学者数 

年度 計 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次（含留年者） 

2019（R1）年度 4 公共 1/看護 1 福祉 1  0 看護 1 

2020（R2）年度 6 福祉 3/形成 1 看護 1 看護 1  0 

2021（R3）年度 14 看護 1 福祉 2/形成 2/

看護 1 

公共 2/福祉 1/

形成 1/看護 3 

公共 1 

2022（R4）年度 9 0 福祉 1/看護 3 形成 1 公共 1/福祉 1/形成 1/

看護 1 

2023（R5）年度 11 0 福祉 1/形成 1 形成 2 公共 2/福祉 3/形成 1/

看護 1 

 

・令和 5 年度は、退学者が昨年度と比較して若干増加している。 

・4 年次の退学者 7 人のうち、1 人は留年者であった。 

・1 年次の退学者は全学科 0 であった一方、2 年次以降一定の退学者が存在する。 

・授業参加が滞っている学生や休学中の学生につき、本人の状態に配慮しつつ可能な範囲で大学との

接点を維持することにより、不本意な退学を避けるための支援を行っていく必要がある。 

 
■ 留年者数 

年度 計 公共 福祉 形成 看護 

2019（R1）年度 19 2 5 2 10 

2020（R2）年度 19 2 4 3 10 

2021（R3）年度 14 5 2 4 3 

2022（R4）年度 18 4 3 1 10 

2023（R5）年度 19 1 3 4 11 

※留年者……その年度の 4 年を超えて在籍している者。 

 

・令和 5 年度の全体の留年者数は、過去 4 年と比較して概ね同数程度である。 

・公共社会学科の留年者数は、昨年度から減少した。 

・社会福祉学科の留年者数は、昨年度と同数である。 

・人間形成学科の留年者数は、昨年度から増加した（1 人は R5 年度末で退学）。 

・看護学科の留年者数は、昨年度とほぼ同数である。留年理由としては、留学が 2 名、養護教諭コー

スの追加履習が 2 名、出産育児のための卒業延期が 1 名、学業上の理由１名、健康上の理由３名、進

路検討・経済的理由などが２名であった。 

・履修状況に課題のある学生については、教務担当やアドバイザー教員等による指導を早期に行うこ

とで、学習の遅れによる留年者数を減少させる必要がある。 

 



令和6年5月1日現在

就職率

53 47 44 (44) 100.0% 28 (28) 11 (11) 5 (5) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 2

男 23 19 17 (17) 100.0% 9 (9) 5 (5) 3 (3) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 1

女 30 28 27 (27) 100.0% 19 (19) 6 (6) 2 (2) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1

52 48 45 (45) 100.0% 7 (7) 11 (11) 0 (0) 19 (19) 0 (0) 8 (8) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 3

男 10 9 8 (8) 100.0% 0 (0) 2 (2) 0 (0) 5 (5) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1

女 42 39 37 (37) 100.0% 7 (7) 9 (9) 0 (0) 14 (14) 0 (0) 7 (7) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 2

54 49 36 (34) 94.4% 19 (17) 10 (10) 0 (0) 6 (6) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 12 (12) 1

男 13 9 5 (4) 80.0% 5 (4) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 3 (3) 1

女 41 40 31 (30) 96.8% 14 (13) 10 (10) 0 (0) 6 (6) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 9 (9) 0

159 144 125 (123) 98.4% 54 (52) 32 (32) 5 (5) 25 (25) 1 (1) 8 (8) 0 (0) 0 (0) 13 (13) 6

男 46 37 30 (29) 96.7% 14 (13) 7 (7) 3 (3) 5 (5) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 4 (4) 3

女 113 107 95 (94) 98.9% 40 (39) 25 (25) 2 (2) 20 (20) 1 (1) 7 (7) 0 (0) 0 (0) 9 (9) 3

100 93 83 (83) 100.0% 1 (1) 10 (10) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 60 (60) 12 (12) 0 (0) 10 (10) 0

男 4 4 4 (4) 100.0% 0 (0) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 3 (3) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0

女 96 89 79 (79) 100.0% 1 (1) 9 (9) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 57 (57) 12 (12) 0 (0) 10 (10) 0

259 237 208 (206) 99.0% 55 (53) 42 (42) 5 (5) 25 (25) 1 (1) 68 (68) 12 (12) 0 (0) 23 (23) 6

男 50 41 34 (33) 97.1% 14 (13) 8 (8) 3 (3) 5 (5) 0 (0) 4 (4) 0 (0) 0 (0) 4 (4) 3

女 209 196 174 (173) 99.4% 41 (40) 34 (34) 2 (2) 20 (20) 1 (1) 64 (64) 12 (12) 0 (0) 19 (19) 3

※括弧内は内数で内定者・決定者数。

※希望する進路が不明の者は、「その他の就職(NPO・起業含む)」に含め、就職希望者として計算。

※学生数は令和5年5月1日時点。

大学全体

教員
福祉

(施設・機関・団
体)

幼保施設
(私立)

病院
(含:独法、公

立)・診療所

公共社会学科

社会福祉学科

人間形成学科

人間社会学部

看護学部
看護学科

養護教諭

その他の就職
(NPO・起業含む)
※希望進路不明者

含む

就職・進学状況について

学生数
(4年生)

卒業者数

　　　就職希望者数

進学希
望者数

就職・進学
をしない者

計 一般企業

官公庁、独法
(除:病院)、

公立保育所・幼
稚園



授業実施評価レポート 

2024年度 看護学部 

 

1．2023年度の状況 

①成績評価アンケート 

看護学部の専門科目の成績評価アンケートの結果は、約85％の学生が透明性、客観性、妥当性、公平

性において「不足する科目はない」と回答しており、概ね良好であった。しかしながら、これらの項目の中

で「不足する科目が1つか2つあった」「不足する科目がいくつもある」と回答した学生が一定数いた。また、

低学年である１、2年生においては、これらの項目の中で「不足を感じる科目がある」と回答した学生が２

割を超えており、透明性に疑問を持つ者が多い傾向であった。自由記述においては、講義科目7件、演習

科目1件、実習科目１件の記述があり、記述内容のほとんどが評価基準についての内容であり、これらの点

について検討を求められた。 

学部内で検討した結果、全体としての結果は良好であり、シラバスへの記載や授業内での評価基準の説

明等は行われていることが確認できた。しかしながら、成績評価について疑問を持っている学生が一定数

おり、特に、大学での授業に慣れていない低学年の学生にその傾向が高いことなどから、引き続き授業内

で評価基準や評価方法等の説明を行うことに加え、低学年については、オリエンテーション等でも詳細な説

明を行っていくこととなった。 

 

②成績分布及び受講者数 

成績分布については、専門基礎科目及び専門科目の全体の成績分布はA評価が最も多く次いでS評

価、B評価、C評価の順で、不可、未受験及び無資格はほとんどなく、学科全体として、成績分布は一定の

バランスがとれていると判断した。 

演習・実習科目を除き、受講者数が多い科目の中で S 評価が２/３を超えている科目は０科目であった。

また、S 評価が０人の科目が８科目あり、これらの科目について確認したところ、 全科目ともにシラバスに

示している評価基準に基づいて評価を行っており、受講者数が少ないことや学年の特徴により定期試験の

結果が全体的に低く、学修が不足している学生が多かったこと等が原因と考えられたことから、評価基準

の見直しを行うこととなった。また、国家試験受験のための必修科目では、国家試験出題基準の内容や学

生のレディネスに留意しながら評価結果を確認し、教育目標、教育内容、評価基準、評価方法の妥当性につ

いて検討した。 

受講者数については、受講者数が０名の科目は５科目、受講者が９名以下の科目は２科目であり、そのう

ち、６科目については２０２１年、２０２２年と同様の傾向であった。看護学部は必修科目が多く、実習期間が

長いことから、これらの選択科目を受講する余裕がないことや、希望しても受講しにくいことなどが考えら

れた。また、これらの科目概要が、学生に十分に伝わっておらず科目受講の必要性を感じていないことな

ども原因として考えられた。 

受講のしやすさについては、２０２２年度より開始された新カリキュラムの中で、科目の編成や内容の検

討を行っており、時間割も含めた見直しを行っていることから、新カリキュラムに完全に移行する２０２５年

度まで経年的に確認して判断していくこととなった。科目の内容としては、受講者数が少ないものの、これ

からの時代のニーズにマッチした科目も多く、受講することにより専門家としての視野も広がることから、

科目の必要性は高いと考えられた。学生への科目の魅力を発信し、受講することにより得られる力を説明

する場を設けるなどを行っていくこととなった。また科目によっては、ケアリング・ナーシングプログラム

の履修証明の要件科目であることから、そのことも含めて学生に情報提供していくことも必要であること



を確認した。 

 

２．2023年度レポート対応プランの結果 

２０２3年度は以下の２点について計画実施した。 

①  成績評価については、２０２２年度から引き続き、学生が評価内容や方法を理解できるように担当教

員に対して、シラバスの中でディプロマポリシーごとに到達目標や評価基準を詳細に記載するように求

めている。また、授業の初回時にシラバスを用いて評価方法等について学生に説明を行い、さらに授業

内や最終回に定期試験範囲、出題方法等を伝え、学生からの質問を受け付け、透明性と公平性を担保し

た。85％の学生が透明性、客観性、妥当性、公平性において不足する科目はないと感じていたことは、

これらの対応により学生への理解が促された結果であると思われる。しかし、202２年度と比較すると、

透明性、客観性、妥当性、公平性において不足する科目はないと感じている学生の割合が低下している

ことや、１,２年生の２割程度が不足する科目があると感じていたことなどから、看護学部の学生全体へ

の理解を促すためには、現在の対応に加え、特に低学年を中心に、より丁寧な説明が必要である。説明に

おいては学生目線で理解ができることが必要であることから、新年度オリエンテーションの内容や方法

についても検討してく必要がある。また、自由記述のコメントが記載されていた科目については、対応策

を再度検討していく必要がある。 

 

②  成績分布については、各担当教員に対して、シラバス作成時に科目の特性や目的及び到達目標に鑑

み、評価方法について再確認し現状維持できるよう依頼した。その結果、学科全体の成績分布は一定の

バランスがとれているとともに、不可や無資格の学生が少ない結果となった。受講生の少ない科目につ

いては、２０２２年度と同様に可能な範囲での時間割の見直しや、年度初めのオリエンテーションで学生に

対して科目の説明を行ったが202３年度は受講者の増加には至らなかった。202２年度から始まった

新カリキュラムの中で、科目の再編や内容検討を行っていることから、新カリキュラムへ完全移行する

2025年度までは上記対策を引き続き行いながら、受講者数の推移を見ていく必要がある。 

 

３．対応プラン 

①  2022年度に実施した対策を継続して行う。加えて、低学年の学生には新年度オリエンテーション等

でシラバスの活用法や成績評価、評価基準の確認方法について理解できるよう、より丁寧な説明を行

う。また、自由記述に記載された科目については、シラバス作成時に評価方法の記載を再度見直し、評

価方法の詳細な記載と学生への丁寧な説明を行い学生の理解を促す事と、提示した評価方法が担保さ

れるようにする。やむを得ず学修内容を変更する場合は、評価方法の変更も含めて学生への丁寧な説

明の実施を徹底する。 

 

②  成績分布については、202３年度も前年度と同様、大きな問題は認められなかったため、今後も各

担当教員に対して、シラバス作成時に科目の特性や目的及び到達目標に鑑み、評価方法について再確

認し現状維持できるようにしていく。受講者数については、2022年度から開始された新カリキュラム

の中で、科目の編成や科目内容の変更の必要性を受講者数の状況を踏まえながら２025年の完全移

行まで経年的に確認していく。また、必要に応じて時間割の見直しも行っていく。 

添付資料 

・成績評価アンケート結果 

・科目成績分布及び受講者



令和 6 年 6月 7日 
看護学科成績評価アンケート結果報告 

1.成績評価アンケートの結果 
(専門科目)  

  

  

2.結果について 
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１．専門科目の評価については、すべての項目でおおよそ 85％の学生が「不足する科目はない」と回答して
いました。また、「不足する科目が１つか２つあった」と回答した学生は 4項目すべてにありました。「不
足する科目がいくつもある」と回答した学生は 3年生にはいませんでしたが、1，２，4年生には４つの
項目で回答がありました。 

２．学年別では、透明性 1 項目で 2・4 年生が「不足する科目が１つか２つあった」と回答したものが 20％
を超えており、透明性について疑問をもつものがやや多い傾向が読み取れました。 

３．以上の結果から、成績評価に対して多くの学生が概ね納得していると考えられます。 
４．1、２、４年生は全ての項目において不足を感じる科目があると回答した者の割合が 1 割程度ありまし

た。これまで以上に、オリエンテーションや各科目の初回での成績評価の目的や方法について、丁寧な
説明を行うなどの工夫が必要になると考えます。 

５．自由記述で、「全科目」に対して「テストの点数等、学生が納得できるものを提示してほしい」や「試験
で間違えたところを見直ししたかった」との意見があることも踏まえ、大学における成績に対する理解
が不足していることも考えられます。対応策として、成績質問期間の学生の質問状況の確認と成績質問
期間の周知、また、評価方法（ルーブリックの活用）等の検討なども考えられます。複数の意見が出てい
る科目については、現状を確認し改善の必要性の有無を検討することが必要になると考えます。 



 
3.「検討してほしい」具体的な科目についての記述 
 
①「保健社会学」（1 年生） 
 ・試験の形式、範囲が分かりにくく学習の方法に迷った。 
  ・文章で答える問題なため 
  ・記述の正解が授業で明確に提示されなかった。スライドにも書かれていないため、復習がしづらかった。 
②「公衆衛生学」（1 年生） 
 ・持込のテストであったが、「ワンヘルス」についてなど持込の教科書とは全く違ったないようが出題され 
た（授業では解説あり） 

③「環境の適応、対人関係」（1 年生） 
 ・どこで評価しているか分からないところ 
④「全科目」（１年生） 
 ・テストが何点だったのか、何点で評価が A、B、C になっているのか知りたい。 
⑤「小児・成人Ⅰ・Ⅱ」（2 年生） 
 ・レポートの改善ができる状況がなかった。ほぼ毎回レポートがあったが、毎度返されずに最後に一気に返さ

れたため 
⑥「全部」（2年生） 
 ・テストの点数等、学生が納得できるものを提示してほしい。 
⑦「小児看護学」（2 年生） 
 ・試験で間違えたところを見直ししたかった。間違えたことを自覚せずに看護してしまう可能性があるため。 
 ・小テストの難易度が高いにも関わらず、時間が短いのに成績の 30％をしめていたことに対して妥当性が不足

していると感じました。 
⑧「オーラル」（2年生） 
 ・クラスによって言っていることが違う 
 ・いまいちどうやって成績を付けているのか分かりません。 
⑨「卒論」（4年生） 
 ・具体的なアドバイスがもらえなかった、評価方法が不明 
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2024 年 6 月 26 日 
看護学科 殿 

教務・共通教育部会長 
池田孝博 

 

看護学部 看護学科 専門科目 受講者数及び成績結果状況報告 

 
2023 年度の看護学部看護学科の専門科目の各科目の受験者数及び成績結果をお知らせいたします。 

 
結果について 
 
1. 前年度と同様、看護の専門基礎科目および専門科目の全体の成績分布は、A 評価が 47％と最も多く、

次いで S は 25％、B は 19％、C は 8％でした。不可、未受験および無資格は合わせて 0.82％でし
た。 

2. 専門科目の S 評価は 27％であったのに対し、専門基礎科目は 10％で、専門基礎科目は前年度と同
様、専門科目に比べて S がやや少ない結果でした。さらに専門基礎科目の S 評価は、前年度は 18%
であり、2023 年度は 10%とさらに減少しております。 

3. 選択科目「保健社会調査論」、「臨床心理学」、「キャリア像確立講義Ⅱ」、「看護教育学」、「看護情報
学」の受講者がいませんでした。そのため、科目の必要性や妥当性について確認する必要がありま
す。 

4. 選択科目「国際看護学」「生態機能看護学Ⅲ」は受講者が 9 名以下でした。特に、「国際看護学」「生
態機能看護学Ⅲ」については、2020 年度より引き続き受講者が少ない状況です。科目の必要性や妥
当性および開講時期等を確認してください。多くの受講者が望まれる科目の場合、対策等を取られ
てください。 

5. 各授業の成績分布では、成績に不可が多い科目はありませんでした。ただし、「看護生化学」では、
前年度(8 名)よりは減ったのですが、不可の学生が 6 名でした。 

6. 受講者が多い科目の中で、成績 S 評価が 2/3 を超えた科目はありませんでした。(演習・実習科目
除く）。 

7. 成績 S 評価が 0 人の科目は、「疫学」、「東洋医学概論」、「保健医療福祉の法と制度」、「保健医療福祉
行政論Ⅱ」、「生態機能看護学Ⅲ」、「公衆衛生看護アセスメント論Ⅰ」、「老年看護学演習Ⅰ」、「看護実
践論」の 8 科目でした。前年度の 7 科目より、1 科目、増えております。特に「保健医療福祉行政論
Ⅱ」と「看護実践論」については、前年度に引き続き、成績 S は 0 人でした。評価方法や成績評価
方針について確認をお願いします。 

 
＊ 本コメントは、問題点を指摘するものではありません。問題がないかを確認し、問題がない場合、

これで妥当であることを説明できるようにしてください。また、変更した方が良い点がある場合
は、具体的な対策を立てられてください。 
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添付資料 
（１）看護学科の専門基礎科目および専門科目全体の成績分布 

 
（２）看護学科の専門基礎科目の全体の成績分布 
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図１ 看護学科 専門基礎科目・専門科目全体の成績分布

S

A

B

C

不可

未受験

無資格

S
10%

A 30%

B 32%

C 27%

不可
未受験 0%

無資格 0%

図2 看護学科 専門基礎科目の全体の成績分布
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（３）看護学科の専門科目の全体の成績分布 

 
 

 
(5)各授業の成績分布 
① 専門基礎科目 

 

S 27%

A 49%
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図3 看護学科 専門科目の全体の成績分布

S

A

B

C

不可

未受験

無資格

9人

2人

15人

10人

18人

6人

5人

12人

27人

21人

30人

9人

8人

5人

14人

24人

9人

41人

17人

52人

12人

29人

5人

4人

2人

24人

36人

5人

33人

40人

14人

6人

15人

1人

2人

2人

51人

32人

17人

1人

1人

5人

2人

1人

1人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

遺伝学 78人

栄養学 96人

疫学 39人
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健康科学 25人
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図 4 看護学科 専門基礎科目 各科目の成績評価の分布 
② 専門科目 
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生態機能看護学Ⅰ 96人
生態機能看護学Ⅱ 97人

生態機能看護学Ⅲ 4人
看護生化学 104人

病態看護学Ⅰ 92人
病態看護学Ⅱ 92人

看護薬理学 93人
感染・免疫看護学演習 95人
生態・病態看護学実験 92人

基礎看護学概論 96人
公衆衛生看護アセスメント論Ⅰ 15人
公衆衛生看護アセスメント論Ⅱ 14人

人間のライフステージと看護 98人
健康レベルと看護 97人

環境への適応と看護 96人
基礎看護技術論 96人
対人関係と看護 95人

ケアリング論 95人
シンプトンマネジメント論 89人
フィジカルアセスメント論 92人

看護過程 92人
看護研究（２年生） 90人
看護研究（３年生） 95人

看護倫理学 92人
暮らしと保健福祉・看護 96人

地域・在宅看護論 90人
基礎看護学実習Ⅰ 96人
基礎看護学実習Ⅱ 91人
暮らしを知る実習 96人

暮らしの中の看護を知る実習 92人
精神看護学 90人

精神看護学演習Ⅰ 95人
精神看護学演習Ⅱ 91人

精神看護学実習 91人
成人老年看護学Ⅰ（急性期） 90人

成人老年看護学Ⅱ（回復期・慢性期） 90人
成人老年看護学Ⅲ（終末期） 90人

成人看護学演習Ⅰ 95人
成人看護学演習Ⅱ 95人

S A B C 不可 未受験 無資格
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図 5 看護学科 専門科目 各科目の成績評価の分布(その 1) 
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女性看護学演習Ⅱ 91人

女性看護学実習 91人
在宅看護学演習Ⅰ 95人
在宅看護学演習Ⅱ 91人

在宅看護学実習 91人
チーム医療論 96人

災害看護学 90人
国際看護学 8人
医療安全 92人

看護管理論 93人
看護実践論 94人

キャリア像確立講義Ⅰ 27人
ケアリング・ナーシング演習 20人

統合実習 91人
専門看護学ゼミ 95人

卒業研究 96人
公衆衛生看護学Ⅰ 32人
公衆衛生看護学Ⅱ 14人
公衆衛生看護学Ⅲ 14人

公衆衛生看護技術論Ⅰ 14人
公衆衛生看護技術論Ⅱ 14人

組織協働活動論 14人
公衆衛生看護管理論 14人

公衆衛生看護学実習Ⅰ 14人
公衆衛生看護学実習Ⅱ 14人
家族看護学（２年生） 92人
家族看護学（３年生） 95人

S A B C 不可 未受験 無資格
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図 6 看護学科 専門科目 各科目の成績評価の分布(その 2) 
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養護概説 19人

学校保健学 11人

教職実践演習（養護教諭） 13人

養護実習事前事後指導 13人

健康教育論 10人

養護実習 13人

S A B C 不可 未受験 無資格
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